
①前工程で分別・粉砕・乾燥等、適切に処理された原料は定量フィー
ダによって、連続的にディスクペレッターに供給されます。

②竪形シャフトがローラーホルダを回転させます。ローラーホルダには
2〜5個のローラーが放射状に取り付けられており、公転しながらダ
イスとの摩擦によって自転します。

③供給された原料は固定されたダイスと回転するローラーとの間に挟
み込まれ、最高15〜20MPa（150〜200kg/cm2）の圧力で加圧
されながら、ダイスの孔から下部に押出成形されます。

④ダイスの裏面で回転するナイフカッターで適当な長さに切断されて粒
状となり、同軸回転のロータリングプレート上に落下・排出されます。

構造・機能・品質

機構

造粒の様子を
ご覧いただけます

※ユニット構成：油圧ナット＋電動ポンプ＋各種バルブ＋計器＋ホース

型式 能力
（kg/h） 材質 ペレット直径

（mm）
モータ
（kW）

総質量
（kg）

据付面積
（mm）

全高
（mm）

ローラー直径
（mm）×個数

回転速度
（変速）

F-5/11-175D 約20〜150 SUS304 2〜10 3.7 約260 460×830 1070 100×2 △

F-20/12-330K-1 約200〜400 SS/SUS304 2.5〜20 15 約1050 910ｘ1255 約1430 180×2 △

F-40/33-390 約400〜1000 SS 3〜30 30 約1000 840×1220 1480 230×2 △

F-60/14-500K-1 約1000〜2500 SS/SUS304 3〜30 45 約2150 1200ｘ1690 約1750 230×4 △

F-150/38-780 約2000〜5000 SS 3〜30 90～110 約5000 1460×2110 1840 280×5、350×4 △

※△はオプションとして承ります。

仕様

●● �目的に応じて設定されたローラー加圧力により、安
定した造粒運転で、高品質な一定硬度の造粒品が
得られます。
●● �手動締付式では一定の運転時間が経過すると、シャ
フトナットの緩みが生じるため、機械を停止して増
し締めをおこなう必要が有ります。自動加圧の油圧
ユニットなら、電動ポンプと圧力制御により絶えず
一定加圧力を保つため、増し締めが不要となり、安
定した連続運転が可能です。
●● �10MPa（100kg/cm2）の油圧になると、安全装置
（リリーフ弁）が作動して機械を保護します。また、 
油圧ナット部でも異常加圧（エマージェンシー）が
伝達されると、油が排出され機械を非常停止します。

※モータとのインターロックが必要です

特　長

オプション 油圧式ローラー自動加圧ユニット
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